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１．はじめに

水蒸気噴火はマグマなどの熱で温められた高温の水（熱

水）が地下浅所で急激に沸騰・膨張することで爆発する噴

火です．水蒸気噴火は小規模ながら，前兆現象に乏しい特

徴があり，火口周辺では大規模な火山災害に発展するリス

クが高いとされています．例えば御嶽山の 2014 年噴火で

は 63 名もの死者・行方不明者をもたらす火山災害を引き

起こしました．このような火山災害を軽減するためには，

水蒸気噴火のリスクを評価する手法の開発が火山学ならび

に災害科学の観点から見て喫緊の研究課題といえます．

火山地質学の分野からは水蒸気噴火の発生リスク評価は

噴火履歴の解明を通して行われています．噴火履歴の構築

には累重した水蒸気噴火噴出物から噴火の回数や噴火時期

を明らかにし，発生リスクを評価するためには，個々の水

蒸気噴火噴出物の特徴づけと対比が重要です．水蒸気噴火

噴出物には熱水変質を被った既存山体の岩片が多く含まれ

る特徴がありますが，この変質物質は源岩の組織・組成が

改変されているため，一般的な記載方法に基づく特徴づけ

が困難です．このため個々の噴出物の対比手法が確立され

ていないという問題がありました．これに対して近年では，

全岩化学組成分析（片岡ほか，2015），鉱物組み合わせと

微小領域分析による組織記載（Minami et al. , 2016；伊藤

ほか，2018），またこれらに同位体組成を組み合わせた手

法 （John et al. , 2008）など多様な分析・記載方法が提唱さ

れています．このように研究手法が多様化する中で，同分

野の研究者が一堂に会する国際学会は新規の研究手法に関

する知見を得る絶好の機会です．そこで著者は多様化する

研究手法に関する情報収集を行い，水蒸気噴火リスク評価

手法の開発に資する知見の取得を目的に，廣川研究助成

事業から支援を受け，2019 年 7 月 10 日から 17 日まで

モントリオールに滞在し，「IUGG 27th General Assembly」

へ参加いたしました（写真 1，2）．
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噴出物の組織解析に基づく水蒸気噴火研究の 

動向調査と国際共同研究に向けた情報収集

２．IUGG 27th General Assembly

第 27 回国際測地学・地球物理学連合合同大会（IUGG 

27th General Assembly）が，2019 年 7 月 8 日から 18 日

までカナダのケベック州モントリオールで開催されまし

た．本学会は，国際測地学・地球物理学連合（International 

Union of Geodesy and Geophysics：IUGG）の主催により，

4 年に一度開催されています． IUGG は火山学や測地学な

ど 8 つの学術協会の共同体であり，今回も地球科学に関

写真 1　IUGG 27th General Assembly が行われた会場

写真 2　会場内エントランス
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連する様々な分野について発表が行われました（写真 3）．

著 者 は 主 に 国 際 火 山 学 及 び 地 球 内 部 化 学 協 会

（International Association of Volcanology and Chemistry 

of the Earth's Interior, IAVCEI）のセッションに参加し，7

月 14 日 に は「Chronology and Depositional Processes 

of Lahar Deposits during the Last 2500 Years at the 

Northern Base of Chokai Volcano, Northeast Japan」の

タイトルでポスター発表を行いました（Minami et al. , 

2019a）．発表内容は，火山噴火によって発生した土石流

の発生履歴と流動様式の変化に関するもので，原因となっ

た噴火の特性がラハールの分布範囲や発生頻度，規模にど

のような影響を与えたかを議論した研究です（Minami et 

al. , 2019b）．鳥海火山の北麓には複数のラハール堆積物が

堆積しており，そのユニットごとに変質物と未変質物の割

合が顕著に異なります．これらのラハール堆積物について，

構成粒子の組織解析を行った結果，（1）山体崩壊に付随

した土石流，（2）マグマ噴火によって発生した土石流，（3）

水蒸気噴火によって発生した土石流，の 3 つのタイプの

成因を持つことが明らかになりました．原因となる火山現

象によって変質物質の割合が異なることから，特にメキシ

コの研究者からは，今後は土石流の発生原因についてより

詳細に検討する必要が出てくるだろう，とのコメントも受

けたほか，国外の研究者との議論を通して多くの知見を得

ることができました（写真 4）．

水蒸気噴火に係る最新の調査・研究については，水蒸気

噴火の前兆現象を捉えることに着目した研究が目立ち，火

山性地震，地殻変動，火山ガス組成の観測を組み合わせ，

活火山内部の熱水の挙動をモデル化する試みについての講

演が多くなされました．これらの発表の中でも，水蒸気噴

写真 3　ポスター会場の様子 写真 4　IUGG 27th General Assembly における著者のポスター

火の前兆となる現象の捕捉の難しさは再三，言及され，水

蒸気噴火の予知・予測の困難さを改めて実感しました．

火山地質学の分野に係る発表では，ルアペフ火山を

対象とした研究が印象に残りました．ルアペフ火山は

ニュージーランド北島の中央部に位置する大型の成層火

山で，火山活動履歴が詳細に研究されています．発表を

行った Kereszturi 博士は航空機に搭載した Hyperspectral

カメラを用いて山頂付近に発達する変質帯を区分し，噴

出物との対比を行った結果について発表をされていまし

た（Kereszturi et al. , 2019）． 幸 運 な こ と に， 発 表 後 の

Kereszturi 博士と議論する機会を頂きました．活火山の浅

所に発達する熱水変質帯の特徴や，変質帯を形成する熱水

の活動と火山活動の関連について議論を行ったほか，ルア

ペフ火山における熱水変質帯の空間分布の把握に関して

Kereszturi 博士が行ってきた研究について詳細にご説明を

頂きました．Kereszturi 博士が火山活動研究グループの

Chris Conway 氏と知己だったこともあり，現在はニュー

ジーランドと日本間の共同研究に向けて事前調整を続けて

います． 

３．おわりに

国際的な共同研究の推進には，他国の研究者との関係が

非常に重要であり，昵懇な関係の構築には，今回参加させ

て頂いた国際学会などを通して，知己の研究者を増やして

いくことが肝要です．その一方で，新たな関係を築けるか

どうかは不確実な試みです．このように結果の保証されて

いない，挑戦的な試みに対して支援を受ける機会は，残念

ながら多くはありません．そのような中，廣川研究助成事
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業から貴重な機会を与えて頂けましたこと，ひいては廣川

　治氏のご遺志に深く感謝いたします． 
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